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遺跡の概要

東大橋原遺跡は、茨城県石岡市東大橋に所在する縄紋

時代から奈良・平安時代にかけての遺跡です 図 ・ 。

遺跡北側に園部川を臨み、標高 ～ の台地上に位置

しています。 年から 年の３年にかけて学術調

査が実施されました 図 ・ 。 年の調査では、縄紋

時代中期 加曾利 Ⅰ式期とされる の土器焼成遺構が確

認されており 川崎ほか 、茨城県内でも代表的な縄

紋時代の遺跡の一つになっています。その成果は、多数

の文献で報告・発表されています 川崎ほか ・ ・

ほか 。また、その後も継続した試掘調査・発掘調査

がおこなわれています 小杉山 、小杉山・曾根 ・

ほか 。

 
調査の方法

縄紋時代の人々の植物利用の実態について知るために、

東大橋原遺跡を対象として圧痕調査をおこないました。

今回の対象資料は、 年の東大橋原遺跡第 次調査

出土土器資料を中心に第 次調査から第 次調査までの

縄紋土器資料 点を対象としました １ 。圧痕採取は、

丑野ら や比佐・片多 の手法を参照し、以下

の手順でおこないました。

まず目視およびルーペによる土器の観察をおこない、

種実など圧痕の可能性がある土器を抽出しました。その

後、圧痕部分を洗浄し、印象材 シリコン インジェク

ションタイプ と離型剤 パラロイドＢ の ％アセトン

溶液 を用いてレプリカ試料を作成しました。レプリカ試

料作成後は、アセトンにより圧痕およびその周辺に塗布

した離型剤を除去しました。作成したレプリカ試料は実

体顕微鏡での観察後、種実等の可能性がある試料を走査

型電子顕微鏡 社製 － にて撮影・

計測しました。 
 
調査結果

調査の結果、作成した 点のレプリカ試料のうち、

点の試料が何らかの圧痕であると同定されました 表 ・

図 。同定結果は、ササゲ属アズキ亜属種子が 点、サ

サゲ属アズキ亜属種子？が 点、シソ属果実が 点、キ

ハダ種子が２点、不明種実、不明植物が各 点、不明植

物または昆虫のフンが 点、不明木材が 点でした。

茨城県内における圧痕調査事例は、弥生時代前半を中

心とした調査がおこなわれた殿内遺跡などが挙げられま

す 遠藤 が、縄紋時代中期を対象とした調査報告事

例は少なく、今回の調査は茨城県内の圧痕調査を進める

うえでも重要な成果です。また、石岡市内では初の調査

事例となります。 

考察と今後の課題

今回の調査では、土器総数 点のうち、 点が確

認されました。出土土器に占める種実圧痕の割合は

％であり、同時期を中心とした調査からみても、ほ

ぼ同程度の割合で圧痕が検出されたことがわかります

山本ほか 、中川ほか 、西本ほか 。

また、今回確認された 点のササゲ属アズキ亜属種子

は簡易楕円体体積で、 点目 表 が ㎣、 点

目 表 ㎣ ２ 那須ほか でした。那須ほか

の基準によれば、 ㎣以下を野生型、 ～ ㎣を

栽培型、その間を野生種と栽培種のサイズが重なる中間

型としています。今回は中間型に含まれることになりま

す。中山 ・ の指摘によれば、ヤブツルアズキ

は、縄紋時代中期中葉以降、栽培化・栽培種の兆候を得

るものとされています。また、那須 ・ ほか も、

小型のマメが依然として利用されていることに触れつつ

も、縄紋時代中期から後期前半の中部高地と関東地方西

部の諸磯・勝坂式土器文化圏においてドメスティケーシ

ョンの始まりの可能性を指摘しています。今回のアズキ

亜属種子は、そうした既往の調査の時期に合致するとと

もに、茨城県内においてもドメスティケーションによる

種子サイズの変化が起きた可能性を示すものです。

さらに、今回の調査で、マメ類とシソ属、キハダをは

じめとしたしょう果類がセットで確認されました。これ

は、中部高地から関東地方にかけての縄紋時代中期中葉

から後葉の傾向と類似するものであり 中山 、佐々

木 ほか 、県内・市内における植物利用の実態が確

認できました。

今後、今回調査しきれなかった東大橋原遺跡出土土器
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や他遺跡の土器に関しても引き続き調査をおこない、よ

り詳細なデータの構築に努めていきたいと思います。

註

１ 今回の調査のほとんどは、破片資料です。完形土器に比し

てやや検出率が下がることが過去の調査 山本ほか など

からも推測されます。

２ 長さのみ残存値で計算。実際はやや大きくなることが推測

されます。また、簡易楕円体体積の計算方法として中山

によるものもあげられます。

この調査は令和 年 年度学術変革領域研究 計画研究

班「土器型式と栽培植物の高精度年代体系構築」（領域代表

小畑弘巳 、研究班代表小林謙一 ）の一部を

使用しました。また、詳細については、 年 月に刊行予定

の『中央史学』（中央史学会 に掲載予定です。

また、今回の調査では小林謙一氏、佐々木由香氏、山本華氏

にご協力をいただきました。記して謝意を申し上げます。
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１ 表 －

２ 表 －

３ 表 －

図４：主な種実圧痕と検出された土器 縮尺 １ ササゲ属

アズキ亜属種子、２ シソ属果実、３ キハダ種子

1 

2 3 

図１：東大橋原遺跡 位置図 石岡市遺跡分布調査会

より引用

図３：東大橋原遺跡土器焼成遺構 発掘状況 川崎ほか

表１ 東大橋原遺跡出土土器圧痕一覧・ 内は残存値

図２ 東大橋原遺跡の調査地点と現況写真 金子 より引

用

時期 縄紋

時代

土器型式 圧痕残存部位

及び付着面

分類群及び部位 長さ 長

軸・㎜

幅 短

軸・㎜

厚 さ

㎜

簡易楕円体

体積 ㎣

中期中葉 阿玉台Ⅲ式 胴部 断面 シソ属果実

中期中葉 無文 胴部 断面 シソ属果実

中期中葉か 縄紋のみ 胴部 断面 キハダ種子

中期中葉 阿玉台Ⅳ式 口縁 外面 不明植物

中期 底部 外面 不明種実

中期中葉 阿玉台Ⅳ式 胴部 断面 キハダ種子

中期 無文 胴部 断面 シソ属果実

中期中葉か 阿玉台式か 胴部 内面 アズキ亜属種子

中期中葉 阿玉台Ⅳ式 口縁 断面 不明種実 昆虫のフン

中期後葉 加曽利 式 胴部 断面 不明木材

中期中葉 阿玉台Ⅳ式 口縁 内面 アズキ亜属種子
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